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生産性向上に対する取り組みの方向性・指針 

                           有限会社くろべ 

 

 

１ 生産性向上に関する基本的考え方 

人手不足の中、現在注目されている取り組みが「介護サービスの生産性向上」である。

業務の「ムリ」「ムダ」「ムラ」に気付き、効率よくできる方法を見つけ出し、スタッ

フ間で共有することでスタッフの負担軽減を目指す。また、要介護者の増加やニーズが

多様化する中で、人材育成やチームケアの質の向上、情報共有の効率化等業務を見直し、

限られた人材、資源を用いて一人でも多くの利用者に質の高いケアを提供できるよう体

制を整えることを目的とする。 

 

２ 生産性向上テクノロジー委員会その他事業所内の組織に関する事項 

当法人の各事業所では、介護のおける生産性向上等に取り組むにあたって「生産性向

上テクノロジー委員会」を設置する。 

①設置の目的 

業務の効率化を図り、生産性を向上させる為、テクノロジーや機器を活用しながら職

場環境の改善を目指す。そしてスタッフの負担軽減やチームケアの質の向上につなげ

る。 

②生産性向上テクノロジー委員会の構成委員 

・ 所属長 

・ 介護支援専門員 

・ 看護職員 

・ 介護職員 

・ その他必要に応じ委員を指名する。 

③生産性向上テクノロジー委員会の開催 

生産性向上テクノロジー委員会は毎月開催する。 

必要な際は、随時委員会を開催する。 

 ④生産性向上テクノロジー委員会の役割 

  ア）職場環境の見直し、改善に関すること 

イ）人材育成に関すること 

ウ）チームケアの向上、利用者のケアの質に関すること 

エ）情報の効率化に関すること 

オ）機器に関すること 
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 ⑤生産性向上の担当者の選任 

  生産性向上の担当者は、各所属長とする。その他委員長と副委員長を毎年選任する。 

 

３ 生産性向上テクノロジーのための職員研修に関する基本方針 

職員に対する生産性向上テクノロジーのための研修は以下のとおり実施する。 

①定期的な研修の実施（月1回）  

②新任職員への研修の実施 

③その他必要な教育・研修の実施 

④実施した研修についての実施内容（研修資料）及び出席者の記録と保管 

 

４ 当指針の閲覧について 

  当指針は、利用者及び家族がいつでも事業所内にて閲覧ができるようにするとともに、

ホームページ上に公表する。 

 

５ その他 

生産性向上テクノロジー活用等のための内部研修のほか、外部研修にも積極的に参加

し、利用者のサービスの質の向上を目指すよう努める。 

 

付則 

２０２４年４月１日より施行 


